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et al., 1975; Morton & Johnson, 1991）。注視するだけでなく顔の表情を認知し，模倣す
ることができる(Meltzoff & Moore, 1977)。さらに，乳児が相手の顔を見る時にどこを見
るのかについては，生後１ヶ月前後では頭との境あたりを見ることが多く，２ヶ月ころに
なると顔以外を見ることは少なくなり，顔を見つめる割合が増加する（Meltzoff & Moore, 
1977）。また，乳児が顔を注視するとき，その視線は目に向かっていたことが報告されてい
る 。出生後すぐから，乳児は閉じた目よりも開いた目に注意を向けるという報告がある


























に注目するなど他者と視線を共有することが明らかになった(Butterwoth, 1995;  










な影響をもち，乳児の注意やものに向ける要因になることがわかってきた(則松, 2004;  

























調査（例えば税田, 2003）や JIFP を用いて母親が乳児の感情をどう読み取るのかを質問紙
調査した研究（小原, 2005），乳児の日常場面をビデオに撮りそのビデオを母親が見て乳児







って自閉症乳児者の視線（例えば Nadiga, et al., 2010）,表情認知時の視線（例えば, 
Kellough, et al., 2008）,読書時の視線（例えば,Rayner, 2009）、高齢者の視線（桂 , 2005) 
自閉症児の教材への視線（大隅・松村，2013）,教師の児童への視線（Yamamoto & 
Imai-Matsumura, 2013） などの様々な研究が報告されている。 
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よって自閉症児者の視線（例えば， Nadiga, et al., 2010），表情認知時の視線（例えば， 



























抱き,椅子の座り等調整した後,対象者に Eye Mark Recorder EMR-9 (Nac Image Technology） 
を装着し,初期補正等の測定準備を行った。測定を始める前に,「10分間,自由に乳児をあ
やしてください」と指示した後,測定を開始し,その 10 分後に測定を終了した。測定中は,
測定者は退室し,乳児と母親のみが在室した。測定中のデータは Eye Mark Recorder EMR-9
に録画した。 
測定は乳児が満腹であり,安定している時間帯（睡眠時,覚醒時を含む）に行った。また,




















































  生後２～３日       生後１ヶ月         生後４ヶ月 
             図 1-1 乳児の微笑 
 









た(F(2, 18)=6.799, p=.006 )。さらに Scheffe の多重比較の結果,生後１ヶ月と４ヶ月と
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後１ヶ月では 14.41%（SD=11.70）,生後４ヶ月では 6.10%（SD＝6.72）であった。生後 2~3
日目から４ヶ月時点における母親の乳児の身体への注視生起率に有意差はみられなかった









          生後２～３日  生後１ヶ月  生後４ヶ月 




であった。生後 1 ヶ月では 10 名中 7 名で平均微笑出現率は 1.27％（SD=1.19）,生後４ヶ
月では 10 名中 9 名で平均微笑出現率は 11.55％（SD=7.80）であった。生後２～３日目か
ら 4ヶ月の３時期すべてに乳児の微笑がみられたのは５名であった（表 1-1）。      





































ともに 40.00％（SD=54.77）であった。生後４ヶ月では 96.66％（SD=7.47）であった。 
しかし,3 つの時期において Friedman 検定で有意差は認められなかった (χ2(2)= 
2.700, p=.259）（図 1-4）。  
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２～３日  生後１ヶ月  生後４ヶ月 




（SD=22.36）,生後１ヶ月 20.00％（SD=29.82）,生後４ヶ月は 100％であった。  
Friedman 検定の結果,3 つの時期において有意差がみられ（χ2(2)=7.900, p=.019）,さ
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抱き,椅子の座り等を調整した後,対象者に Eye Mark Recorder EMR-9 (Nac Image 
Technology） を装着し,初期補正等の測定準備を行った。測定を始める前に,「10 分間,自
由に乳児をあやしてください」と指示した後,測定を開始し,その 10 分後に測定を終了した。

















































































































り,６ヶ月では平均 84.72％（SD=7.83）,８ヶ月では平均 82.50％（SD＝5.80）,10 ヶ月で
は平均 67.39％（SD＝15.27）であった。生後４ヶ月から 10 ヶ月時点における母親の乳児
の顔への注視に月齢による主効果がみられた(F(3, 33)=9.55, p<.001 )。Scheffe の多重
比較の結果,生後４ヶ月と 10ヶ月との間(P＜.01),生後６ヶ月と 10 ヶ月(P＜.01)で有意差
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均 3.75％（SD=2.58）,８ヶ月では平均 9.03％（SD＝3.94）,10 ヶ月では平均 18.61％（SD
＝8.60）であった。生後４ヶ月から 10 ヶ月の４時点における母親の乳児以外の対象への注
視に月齢による主効果がみられた(F(3, 33)=18.64, p<.001 )。さらに Scheffe の多重比較
の結果,生後４ヶ月と 10ヶ月の間(P<.01),生後６ヶ月と 10ヶ月との間(P<.01), 生後８ヶ
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は生後４ヶ月で 0.28％（SD＝0.55）,６ヶ月で 6.94％（SD＝5.83）,８ヶ月で 10.28％（SD
＝8.26）,10 ヶ月で 15.28％（SD＝7.78）であった。分散分析の結果,月齢による主効果が
認められた（F(3,33)＝8.74,p<0.001）。Scheffe の多重比較の結果,生後４ヶ月と８ヶ月の
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しかし,注意喚起・音声誘出（F(3,33)=3.11, p=0.04）,受容的表現(F(3, 33)=8.28, 
p<0.001)と情報提示・命名(F(3, 33)=6.20, p<0.001)には月齢による主効果がみられた。 
さらに Scheffe の多重比較の結果,注意喚起・音声誘出では,生後８ヶ月と 10 ヶ月の間
(P<.05),受容的表現では,生後４ヶ月と 10 ヶ月の間(P<.01),生後６ヶ月と 10ヶ月との間
(P<.05), 生後８ヶ月と 10 ヶ月との間(P<.05)で有意差がみられた。また,情報提示・命名

















よる主効果がみられた(F(3, 33)=6.94, p<0.001)。Scheffe の多重比較の結果,生後４ヶ月
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  表 3-1 に「家庭基礎」の目標と内容を示す。 
１）目標 
          「人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活などの関する基礎的・基本 
         的な知識と技術を習得させ，家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに， 

























































































表 3-2 に家庭総合の目標と内容を示す。 






















  １）目標 
   「人の一生と家族・家庭，子どもや高齢者とのかかわりと福祉，消費生活，衣食 
  住などに関する知識と技術を総合的に習得させ，家庭や地域の生活課題を主体的に 
  解決するとともに，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる」とある。 












































































































































































































 乳児の情動発達に影響を及ぼす母親の情動的機能として，emotional availability 
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